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介
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手
錢
家
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蔵
の
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筆
資
料

 

野　

本　

瑠　

美

 

（
島
根
大
学
法
文
学
部
）

摘　
　

要

江
戸
時
代
か
ら
続
く
出
雲
大
社
の
手
錢
家
が
所
蔵
す
る
古
筆
資
料
を
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド:　

古
筆
、
手
錢
記
念
館

　

は
じ
め
に　

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
出
雲
国
大
社
に
移
り
住
ん
だ
嘉
右
衞
門
長
光
を
祖
と

す
る
手
錢
家
は
、
江
戸
期
に
は
酒
造
業
を
中
心
に
幅
広
く
商
い
を
手
が
け
、
町
役

の
大
年
寄
や
藩
の
御
用
宿
等
を
務
め
た
。
歴
代
当
主
は
文
芸
に
も
関
心
が
高
く
、

貴
重
な
古
典
籍
を
は
じ
め
、
書
画
・
工
芸
品
な
ど
の
美
術
資
料
が
収
集
さ
れ
現
在

ま
で
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
古
筆
」
と
呼
ば
れ
る
古
写
本
の
断
簡
も
存

在
す
る
。

手
錢
家
所
蔵
の
古
筆
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
原
豊
二
氏（

１
）に

よ
っ
て
手
鑑
一

帖
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
掛
幅
の
形
で
伝
わ
る
断
簡
を
紹
介
し
た
い
。

　

凡
例

一
、
伝
承
筆
者
名
と
出
典
資
料
名
を
見
出
し
と
し
、
上
に
本
稿
に
お
け
る
通
し
番

号
を
付
し
た
。
名
物
切
の
場
合
は
、
下
の
山
括
弧
内
に
名
称
を
示
し
た
。

一
、
見
出
し
に
続
け
て
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
記
し
た
。

〔
整
理
番
号
〕
所
蔵
者
に
よ
る
整
理
番
号
。

〔
極
札
〕
極
札
の
表
裏
の
翻
刻
。

〔
料
紙
〕
切
の
料
紙
。

〔
寸
法
〕
切
の
縦
・
横
の
寸
法
（
単
位
は
糎
）。

〔
字
高
〕
和
歌
の
字
高
（
単
位
は
糎
）。

〔
和
歌
書
様
〕
和
歌
一
首
の
書
写
形
式
。

〔
出
典
〕
歌
集
の
場
合
は
、
歌
集
名
・
巻
数
・
部
立
・
歌
番
号
、
歌
合
の
場
合
は
、

歌
合
名
・
番
・
歌
番
号
を
掲
出
し
た
。
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

二
五
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〔
伝
承
筆
者
〕
伝
承
筆
者
名
及
び
生
没
年
を
掲
げ
た
。

〔
付
属
資
料
〕
付
属
文
書
や
箱
書
等
の
情
報
を
掲
げ
た
。

〔
翻
刻
〕
本
文
の
翻
刻
。
便
宜
上
、
歌
頭
に
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
付

し
た
。

〔
補
説
〕
ツ
レ
に
関
す
る
情
報
等
を
掲
げ
た
。

一
、
翻
刻
の
字
体
は
可
能
な
限
り
原
本
ど
お
り
と
し
た
。
た
だ
し
文
字
の
大
小
・

字
配
り
は
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
い
。

一
、
改
行
位
置
は
基
本
的
に
は
原
本
ど
お
り
と
し
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
記
号
は
「
ヒ
」
で
示
し
た
。

一
、
朱
筆
に
よ
る
書
入
は
翻
刻
の
後
に
（
朱
）
と
示
し
た
。

一
、
紙
継
ぎ
が
あ
る
場
合
は 

」 

で
示
し
た
。

一
、
料
紙
の
状
態
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

　

書
誌

一
、
伝
藤
原
定
家
筆
古
今
和
歌
集　

〔
整
理
番
号
〕
書
画
二
三
〇

〔
極
札
〕
表
「
京
極
黄
門
定
家
卿
〈
極
印
〉」、
裏
書
ナ
シ

〔
料
紙
〕
斐
紙

〔
寸
法
〕
二
四
・
八
×
一
七
・
八

〔
字
高
〕
二
二
・
二

〔
和
歌
書
様
〕
一
首
二
行
書
、
詞
書
二
字
下
げ

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集
・
巻
十
・
物
名
・
四
三
二
～
四
三
三
、四
三
九
詞
書

〔
伝
承
筆
者
〕
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）

〔
付
属
資
料
〕
付
属
文
書
三
通
。
そ
の
う
ち
二
通
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に

加
納
六
郎
兵
衛
に
宛
て
た
も
の
／
小
松
茂
美
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
〇
）
の
書

簡
（
某
年
二
月
二
十
六
日
）

〔
翻
刻
〕

　
　
　
　

や
ま
か
き
の
き　
　

読
人
し
ら
す

432　

あ
き
はタ

チ

テ
き
ぬ
い
ま
や
ま
か
き
の
き
り
〳
〵
す

　
　

よ
な
〳
〵
な
か
ん
風
の
さ
む
さ
に

　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　

か
つ
ら

433　

か
く
許
あ
ふ
ひ
の
ま
れ
に
な
る
人
を

　
　

い
か
ゝ
つ
ら
し
と
おウ

ラ

ミ
も
は
さ
る
へ
き

　
　

寛
平
也
朱
雀
院
の
を
み
な
へ
し
あ
は
せ
の
と

　
　
　
　
　

き
に
を
み
な
へ
し
と
い
ふ
い
つ
も
し
を

　
　
　
　
　

く
の
か
みシ

ラ
ニに

お
き
て
よ
め
る

〔
補
説
〕
軸
装
一
葉
。『
古
今
和
歌
集
』
四
三
二
、四
三
三
番
歌
と
四
三
九
番
詞
書

を
記
す
。
片
仮
名
に
よ
る
傍
記
と
、
四
三
九
番
詞
書
の
「
朱
雀
院
」
に
対
し
「
寛

平
也
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
極
札
や
付
属
文
書
で
は
藤
原
定
家
筆
と

す
る
。
ツ
レ
は
確
認
で
き
な
い
。
以
下
、付
属
文
書
の
内
、承
応
三
年（
一
六
五
四
）

の
日
付
を
も
つ
文
書
の
翻
刻
を
示
す
。

　
　
　
　

一
軸
詠
一
證
作

　
　

一　

あ
き
は
き
ぬ
ノ
哥

　
　

一　

か
く
許　
　

ノ
哥

　
　

右
二
首

　
　

京
極
黄
門
定
家
卿
真
蹟

　
　

分
明
也
殊
俊
成
卿

　
　

筆
々
勢
被
書
写
候
置

　
　

無
類
出
来
物
也
尤
可

二
六
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謂
至
寶
者
哉
應

　
　

命　

凡
眼
之
趣
證

　
　

之
畢

　
　
　

承
應
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　

舟
橋
相
衛
門

　
　
　
　

八
月
日

　
　
　

加
納
六
郎
兵
衛
様

鑑
定
し
た
「
舟
橋
相
衛
門
」、
文
書
の
宛
先
の
「
加
納
六
郎
兵
衛
」
は
未
詳
。

俊
成
書
写
の
『
古
今
和
歌
集
』
を
定
家
が
筆
勢
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

定
家
書
写
と
は
信
じ
が
た
い
が
、
本
断
簡
と
、
了
佐
切
と
呼
ば
れ
る
藤
原
俊
成

書
写
の
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡
は
、
片
仮
名
の
傍
記
、「
寛
平
也
」
と
い
う
注
記
、

和
歌
の
書
式
や
漢
字
・
仮
名
の
違
い
、
用
い
ら
れ
て
い
る
字
母
が
全
て
一
致
す
る
。

（
た
だ
し
、
了
佐
切
四
三
九
番
詞
書
の
「
を
みむ

な
へ
し
」
と
い
う
平
仮
名
に
よ
る

傍
記
は
手
錢
家
断
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
。）
俊
成
筆
『
古
今
和
歌
集（

２
）』

の
う
ち
、

昭
和
切
に
も
片
仮
名
に
よ
る
傍
記
が
見
ら
れ
る
が
、
字
母
ま
で
は
一
致
し
な
い
た

め
、
手
錢
家
断
簡
は
了
佐
切
（
ま
た
は
切
と
な
る
以
前
の
冊
子
）
を
書
写
し
た
可

能
性
が
高
い
。
な
お
、
手
錢
家
断
簡
は
了
佐
切
に
存
す
る
四
三
四
～
四
三
八
番
を

欠
く
。

『
古
筆
学
大
成
』
三
巻
所
収
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
了
佐
切
は
古
筆
了
佐

（
一
五
七
二
～
一
六
六
二
）
が
最
初
に
極
札
を
出
し
た
の
に
基
づ
く
名
称
で
あ
り
、

早
く
か
ら
名
物
切
と
知
ら
れ
て
い
た
。
現
存
す
る
断
簡
は
五
十
ほ
ど
あ
り
、
書
写

年
代
は
俊
成
五
十
代
半
ば
前
後
の
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
手
錢
家
断
簡
は
巻
十
の
断
簡

で
あ
る
が
、
了
佐
切
の
巻
十
は
巻
子
に
改
装
さ
れ
て
完
存
し
て
お
り
、
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）
十
一
月
上
旬
の
烏
丸
光
広
の
極
書
を
備
え
て
い
る
。

二
、
伝
源
俊
頼
筆
古
今
和
歌
集　
〈
民
部
切
〉

〔
整
理
番
号
〕
書
画
二
三
一

〔
極
札
〕
表
「
俊
頼
朝
臣

あ
か
り
に
月
の

〈
汲
水
〉」　

裏
「
一
表
九
行

戊
寅 

夏
〈
昔

（
？
）斎

〉」

〔
料
紙
〕
唐
紙
、
白
の
胡
粉
地
に
雲
母
で
鳳
凰
唐
草
文
様
を
刷
る

〔
寸
法
〕
二
四
・
七
×
一
六
・
五

〔
字
高
〕
二
二･

三

〔
和
歌
書
様
〕
一
首
二
行
書
、
詞
書
二
字
下
げ

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集
・
巻
十
五
・
恋
五
・
七
四
七
詞
書
後
半
～
歌
、
七
四
九

〔
伝
承
筆
者
〕
源
俊
頼
（
一
〇
五
五
頃
～
一
一
二
九
以
前
）

〔
付
属
資
料
〕
箱
書
「
俊
頼
卿
真
筆
」
／
小
松
茂
美
の
書
簡
（
昭
和
四
十
五
年

十
二
月
十
八
日
）      

〔
翻
刻
〕

　
　
　

さ
か
り
に
月
の
か
た
ふ
く
ま
て
あ
は
ら

　
　
　
　

な
る
い
た
し
き
に
ふ
せ
り

　
　
　
　
　

て
よ
め
る　
　
　

業
平
朝
臣

　

747　

つ
き
や
あ
ら
ぬ
は
る
や
む
か
し
の
は
る
な
ら

　
　
　

ぬ
わ
か
み
ひ
と
つ
は
も
と
の
み
に
し
て

　
　
　
　
　

題
し
ら
す　
　
　

藤
原
な
か
ひ
ら
の
朝
臣

　

749　

は
な
す
ゝ
き
わ
れ
こ
そ
し
た
に
お
も
ひ

　
　
　

し
か
ほ
に
い
て
ゝ
人
に
む
す
は
れ
に
け
り

〔
補
説
〕
軸
装
一
葉
。
極
札
に
は
「
汲
水
」
の
極
印
が
あ
る
。
大
倉
汲
水

（
３
）

（
一
七
六
三
～
一
八
二
五
）
の
極
印
と
す
る
と
、
極
札
裏
の
「
戊
寅
」
は
文
政
元

二
七

手
錢
家
所
蔵
の
古
筆
資
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（
野
本
瑠
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年
（
一
八
一
八
）
に
あ
た
る
。

料
紙
の
状
態
や
和
歌
書
様
、字
体
、伝
承
筆
者
名
の
一
致
か
ら
、い
わ
ゆ
る
「
民

部
切
」
と
呼
ば
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』
断
簡
の
ツ
レ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

手
錢
家
蔵
断
簡
で
は
、詞
書
の
一
行
目
が
和
歌
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、

二
行
目
か
ら
一
字
ず
つ
行
頭
が
下
が
る
が
、
他
の
民
部
切
に
こ
の
よ
う
な
書
式
は

見
ら
れ
な
い
。

民
部
切
は
唐
紙
を
料
紙
と
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
た
冊
子
本
の
断
簡

で
あ
る
。
切
名
の
由
来
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
筆
跡
か
ら
「
平
安
時
代
十
一
世
紀

半
ば
す
ぎ
か
ら
、
末
に
か
け
て
の
書
写
」（『
古
筆
学
大
成（

４
）』）

と
推
定
さ
れ
、
使

用
さ
れ
た
料
紙
か
ら
も
こ
の
説
が
補
強
さ
れ
て
い
る（

５
）。

民
部
切
の
中
に
は
古
筆

別
家
二
代
了
任
（
一
六
二
九
～
一
六
七
四
）
や
二
代
畠
山
牛
庵
（
一
六
二
五
～

一
六
九
三
）
の
極
札
を
備
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
初
期
頃
に
は
切
断

さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る（

６
）。

民
部
切
は
模
本
含
め
五
十
葉
ほ
ど
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
『
古
今
和

歌
集
』
巻
十
一
以
降
の
断
簡
で
あ
る
。
手
錢
家
断
簡
も
巻
十
五
に
あ
た
り
、
こ
の

点
で
も
民
部
切
の
特
徴
と
一
致
す
る
。

『
古
筆
学
大
成
』
二
巻
所
収
の
伝
源
俊
頼
筆
民
部
切
本
古
今
和
歌
集
（
図
版
番

号
209
）
は
巻
十
五
巻
頭
か
ら
七
四
七
番
詞
書
の
前
半
（
…
ま
た
の
と
し
の
は
る
む

め
の
は
な
）
ま
で
を
記
し
て
お
り
、手
錢
家
の
当
該
断
簡
は
そ
の
続
き
に
あ
た
る
。

な
お
、
手
錢
家
断
簡
冒
頭
の
詞
書
部
分
は
、
定
家
本
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
と
比

べ
る
と
「
さ
か
り
に
」
の
後
に
続
く
「
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
こ
ぞ
を
こ
ひ

て
か
の
に
し
の
た
い
に
い
き
て（

７
）」

を
欠
い
て
い
る
。

三
、
伝
藤
原
良
経
筆
新
古
今
和
歌
集　
〈
桂
切
〉

〔
整
理
番
号
〕
書
画
二
三
二 

〔
極
札
〕
ナ
シ

〔
料
紙
〕
斐
紙

〔
寸
法
〕
二
四
・
四
×
一
四
・
九

〔
字
高
〕
二
一･

〇

〔
和
歌
書
様
〕
一
首
二
行
書
、
詞
書
一
～
二
字
下
げ

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集
・
巻
十
六
・
雑
上
、
一
五
二
〇
～
一
五
二
二
上
句

〔
伝
承
筆
者
〕
藤
原
良
経
（
一
一
六
九
～
一
二
〇
六
）

〔
付
属
資
料
〕
箱
書
「
桂
切　

ふ
る
里
に

」　

箱
裏
書
「
藤
原
良
経
公
筆　

義
《
花
押
》」

／
書
付
。
吉
澤
義
則
（
一
八
七
六
～
一
九
五
四
）
に
よ
る
極
・
箱
書
で
あ
る
こ

と
を
記
す

〔
翻
刻
〕

　
　
　
　

山
（
朱
）

　

1520　
　

ふ
る
里
に
月
は
み
る
や
と
人
は
こ
す

　
　
　
　

そ
ら
ゆ
く
か
せ
そ
こ
の
は
を
も
と
ふ

　
　
　
　
　
　

摂
政
太
政
大
臣
大
将
に
侍
け
る
時
月
歌
五

　
　
　
　
　
　

十
首
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　

1521　
　

あ
り
あ
け
の
月
の
ゆ
く
ゑ
を
な
か
め
て
そ

　
　
　
　

の
て
ら
の
か
ね
は
き
く
へ
か
り
け
る

　
　
　
　
　

同
家
哥
合
に
山
月
心
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
業
清

　

1523　
　

や
ま
の
は
を
い
て
ゝ
も
松
の
こ
の
ま
よ
り

〔
補
説
〕
軸
装
一
葉
。『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
の
断
簡
で
あ
る
。
吉
澤
義
則
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に
よ
り
桂
切
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

桂
切
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
の
こ
ろ
、京
都
・
桂
の
旧
家
か
ら
『
新

古
今
和
歌
集
』
巻
十
六
の
残
欠
本
が
発
見
さ
れ
、
京
都
の
古
美
術
商
里
見
忠
三
郎

が
得
た
の
ち
好
事
家
に
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
十
三
代
古
筆
了
信

（
一
八
七
七
～
一
九
五
三
）
が
鑑
定
を
行
い
、『
古
筆
学
大
成
』
所
収
の
断
簡
は
す

べ
て
古
筆
了
信
の
極
札
を
備
え
て
い
る
。
伝
承
筆
者
を
藤
原
良
経
と
す
る
が
、
良

経
筆
と
は
信
じ
が
た
く
、
十
三
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
た
こ
ろ
の
書
写
と
認
定
す
る
の

が
妥
当
と
さ
れ
る（

８
）。

『
古
筆
学
大
成
』
十
巻
に
九
葉
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
一
面
九
行
、

歌
一
首
二
行
書
、
詞
書
は
歌
よ
り
一
～
二
字
下
げ
。
寸
法
は
縦
二
四
・
一
糎
（
図

版
番
号
95
解
説
に
よ
る
）、
図
版
の
縮
尺
か
ら
和
歌
の
字
高
は
二
一
糎
程
度
と
推

定
さ
れ
、
当
該
断
簡
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。「
摂
」
や
「
原
」
の
字
体
も
よ
く
似
て

い
る
。
ま
た
、
手
錢
家
断
簡
に
は
、
一
首
目
（
一
五
二
〇
番
）
の
初
句
「
ふ
る
里

に
」
の
「
ふ
る
」
の
右
に
朱
で
「
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
筆
学
大
成
』

所
収
の
断
簡
に
も
「
は
なな

の
け
し
き
を
」（
図
版
番
号
97
／
一
四
六
九
番
）、「
ま

つ
の
こく

ま
も
る
」（
図
版
番
号
99 

／
一
四
七
五
番
）、「
よ
し
の
ゝ
やを

くま
の
」（
同

一
四
七
六
番
）、「
袖
に
や
と
さら

ん
」（
図
版
番
号
103
／
一
五
一
二
番
）
と
い
っ
た

傍
記
が
見
ら
れ
る
。

四
、
伝
慈
円
筆
拾
遺
和
歌
集

〔
整
理
番
号
〕
書
画
二
三
三

〔
極
札
〕
ナ
シ

〔
料
紙
〕
斐
紙

〔
寸
法
〕
一
八
・
〇
×
一
四
・
九

〔
字
高
〕
一
五･

三

〔
和
歌
書
様
〕
一
首
二
行
書
、
詞
書
二
字
下
げ

〔
出
典
〕
拾
遺
和
歌
集
・
巻
十
・
神
楽
歌
・
五
九
一
下
句
～
五
九
四
詞
書
・
作
者

名
〔
伝
承
筆
者
名
〕
慈
円
（
一
一
五
五
～
一
二
二
五
）

〔
付
属
資
料
〕
箱
書
「
哥
の
物　

慈
鎮
和
尚
筆
」

〔
翻
刻
〕

　

591　

ま
つ
の
ち
と
せ
も
ひ
と
つ
な
ら
ね
は

　
　
　
　
　

源
遠
古
朝
臣
こ
う
ま
せ
て
侍
け
る
に

　
　
　
　
　

も元
輔（
朱
）

と
す
け
か
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　

　

592　

お＼（
朱
）ひ

し
け
れ
ひ
くラ（

朱
）の

ゝ
や
ま
の
あ
や
す
き
は

　
　
　

こヲ
イ（
朱
）き

む
ら
さ
き
に
た
ち
か
さ
ぬ
へ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

僧
都
實
因

　

593　

ね
き
か
く
る
賀ヒ

茂エ
イ（
朱
）の

や
し
ろ
の
ゆ◦ふ

た
す
き

　
　
　

く
さ
の
か
き
は
も
こ
と
や
め
て
き
け

　
　
　
　
　
　

桓恒
イ（
朱
）徳

公
家
の
障
子
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

入
哥
一
―
鎮
守
府
将
軍
正
五
位
下
信
孝
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兼
澄　
　

加
賀
守
正
五
位
下
元
蔵
人イ（

朱
）

〔
補
説
〕
軸
装
一
葉
。『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
の
断
簡
で
あ
る
。
料
紙
の
寸
法
や

和
歌
書
様
、
字
体
、
伝
承
筆
者
名
の
一
致
等
か
ら
、『
古
筆
学
大
成（

９
）』

が
「
③
伝

慈
円
筆
拾
遺
和
歌
集
切
」
と
分
類
す
る
断
簡
の
ツ
レ
と
考
え
ら
れ
る
。

伝
慈
円
筆
拾
遺
和
歌
集
切
の
う
ち
、
徳
川
美
術
館
蔵
『
鳳
凰
台
』
所
収
の
断
簡

の
寸
法
は
、
縦
一
八
・
三
糎
、
横
一
五
・
二
糎
、
寸
法
の
判
明
し
て
い
る
他
の
断
簡

も
、
お
お
よ
そ
縦
一
八
糎
前
後
、
横
一
五
糎
前
後
、
和
歌
は
一
首
二
行
書
で
あ
る
。

書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
初
期
頃
と
さ
れ）

（1
（

、
現
在
二
一
葉
が
集
成
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。二
九
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錢
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伝
慈
円
筆
拾
遺
集
切
に
は
朱
筆
に
よ
る
合
点
や
「
抄
」
と
い
う
集
付
、
本
文
の

異
同
注
記
、
作
者
や
詞
書
の
人
名
に
対
す
る
勘
物
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
勘
物
に
つ

い
て
は
、
清
輔
本
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
情
報
に
基
づ
く
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る）
（1
（

。
手
錢
家
断
簡
に
も
朱
筆
に
よ
る
傍
記
や
合
点
、
異
本
注
記
、
作
者
下
の
勘
物

が
確
認
で
き
る
。

伝
慈
円
拾
遺
集
切
の
本
文
は
、
異
本
第
一
系
統
に
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
指

摘）
（1
（

さ
れ
て
い
る
が
、手
錢
家
断
簡
で
も
異
本
第
一
系
統
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。

片
桐
洋
一
氏
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究　

校
本
篇
・
伝
本
研
究
篇
』（
大
学
堂
書
店
、

一
九
七
〇
年
）
を
参
照
し
つ
つ
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
、
五
九
二
番
詞
書

は
、
手
錢
家
断
簡
は
「
源
遠
古
朝
臣
こ
う
ま
せ
て
侍
け
る
に
も
と
す
け
か
つ
か
は

し
け
る
」
と
し
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
乙
本
（
異
本
第
一
系
統
）
も
同
様
の
形

式
で
あ
る
が
、
定
家
本
や
異
本
第
二
系
統
で
は
「
源
遠
古
朝
臣
こ
う
ま
せ
て
侍
け

る
に
／
も
と
す
け
」（
引
用
は
定
家
本）

（1
（

）
の
よ
う
に
詞
書
と
作
者
名
を
分
け
て
記

し
て
い
る
。
同
じ
く
、
手
錢
家
断
簡
五
九
二
番
二
句
目
「
ひ
く
の
ゝ
や
ま
の
」
も

天
理
大
学
附
属
図
書
館
乙
本
（
異
本
第
一
系
統
）
と
は
一
致
す
る
が
、
定
家
本
や

異
本
第
二
系
統
で
は
「
ひ
ら
の
ゝ
原
」（
定
家
本
）
と
す
る
。
ま
た
、
定
家
本
に

あ
る
五
九
三
番
の
詞
書
「
ひ
え
の
や
し
ろ
に
て
よ
み
侍
け
る
」
は
、
手
錢
家
断
簡

や
異
本
第
一
系
統
（
書
陵
部
蔵
堀
河
宰
相
具
世
筆
本
や
天
理
大
学
附
属
図
書
館
乙

本
）
に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
本
文
の
全
て
が
異
本
第
一
系
統
と
一
致
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
五
九
三
番
二
句
「
賀
茂
の
や
し
ろ
の
」
の
よ
う
に
ど
の
系
統
の

本
文
と
も
一
致
し
な
い
部
分
も
存
す
る
。

五
、
伝
冷
泉
為
相
筆
六
百
番
歌
合

〔
整
理
番
号
〕
ナ
シ

〔
極
札
〕
ナ
シ

〔
料
紙
〕
斐
紙

〔
寸
法
〕
二
四
・
二
×
三
〇
・
三
（
断
簡
二
葉
が
継
が
れ
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
右
側

断
簡
の
横
幅
は
一
五
・
二
糎
、
左
側
断
簡
の
横
幅
は
一
五
・
一
糎
）

〔
字
高
〕
二
〇･

二

〔
和
歌
書
様
〕
一
首
二
行
書
、
判
詞
は
和
歌
よ
り
二
字
下
げ

〔
出
典
〕
六
百
番
歌
合　

三
十
番
右
歌
・
一
八
〇
、
判
詞
（
前
半
）、
十
四
番
右
歌
・

一
四
八
、
判
詞
、
十
五
番
左
歌
・
一
四
九

〔
伝
承
筆
者
〕
冷
泉
為
相
（
一
二
六
三
～
一
三
二
八
）

〔
付
属
資
料
〕
箱
書
「
為
相
筆
」
／
書
付
（
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
九
日
）

〔
翻
刻
〕

　
　
　
　

右　
　
　
　
　
　

信
定

　

180　

山
の
は
に
に
ほ
ひ
し
花
の
雲
き
え
て

　
　
　

は
る
の
ひ
か
す
は
あ
り
あ
け
の
つ
き

　
　
　
　
　

相
互
有
感
気　
　

判
云
む
な
し
き
え
た
に
春

　
　
　
　
　

風
そ
吹
と
い
へ
る
こ
そ
吉
野
の
山
な
と
は
ふ
り

　
　
　
　
　

に
た
る
こ
と
ゝ
お
ほ
え
て
侍
る
も
の
を
い
つ

　
　
　
　
　

れ
の
峯
のを

くに
か
や
う
の
詞
の
花
は
の
こ
り
侍

　
　
　
　
　

け
ん
猶
こ
の
道
は
つ
き
す
ま
し
き
事
に

　
　
　
　
　

こ
そ
侍
け
れ
と
こ
け
の
袖
も
い
と
ゝ
し
ほ
れ
ま　
　

」

　

148　

う
ゑ
を
き
し
し
つ
の
こ
ゝ
ろ
は
も
の
ゝ
花

　
　
　

や
よ
ひ
の
今
日
そ
見
る
へ
か
り
け
る

　
　
　
　
　

左
右
申
旨
同
前　

判
云
左
は
こ
れ
も
□

（
曲
カ
）水

の
遺

　
　
　
　
　

塵
を
思
へ
る
な
る
へ
し
右
は
し
つ
の
心
を
や
よ
ひ

　
　
　
　
　

の
け
ふ
見
る
へ
し
と
い
へ
る
い
と
も
え
心
え
侍
ら

　
　
　
　
　

ね
と
も
定
凡
事
な
る
に
や
左
勝
へ
き
に
や
侍
ら
ん

三
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十
五
番

　
　
　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　

有
家
朝
臣

　

149　

け
ふ
と
い
へ
は
い
は
ま
に
よ
と
む
さ
か
つ
き
を

　
　
　

ま
た
ぬ
空
ま
て
花
に
え
ふ
ら
ん

〔
補
説
〕
軸
装
。
断
簡
二
葉
が
継
が
れ
て
貼
ら
れ
て
お
り
、右
側
断
簡
に
は
『
六
百

番
歌
合
』
三
十
番
右
歌
（
一
八
〇
）
と
判
詞
の
途
中
ま
で
、
左
側
断
簡
に
は
十
四

番
右
歌
（
一
四
八
）
と
判
詞
、
十
五
番
左
歌
（
一
四
九
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
箱

書
に
「
為
相
筆
」
と
あ
る
。
ツ
レ
は
確
認
で
き
な
い
。
伝
承
筆
者
を
冷
泉
為
相
と

す
る
古
筆
は
多
く
、『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
は
名
物
切
と
し
て
二
十
一
種
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
『
六
百
番
歌
合
』
は
見
ら
れ
な
い
。『
六
百
番
歌
合
』
の
断
簡

と
し
て
は
、
伝
冷
泉
為
秀
筆
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
も
書
式
・
字
体
等

は
一
致
し
な
い
。
第
十
代
手
錢
白
三
郎
氏
の
手
と
思
し
き
書
付
に
よ
れ
ば
、
昭

和
三
十
五
年
十
月
十
九
日
に
東
京
国
立
博
物
館
の
堀
江
知
彦
氏
（
一
九
〇
七 

～

一
九
八
八
）
に
よ
る
鑑
定
を
受
け
て
お
り
、
江
戸
中
期
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
。

〔
注
〕

（
1
）原
豊
二「
文
学
研
究
資
料
と
し
て
の「
古
筆
切
」―
日
中
文
学
の
交
流
を
踏
ま
え
て
―
」

（『
長
安
都
市
文
化
と
朝
鮮
・
日
本
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）

（
2
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
三
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
の
解
説
で

は
、
了
佐
切
は
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
俊
成
書
写
本
を
転
写
し
た
も
の
と
す
る

が
、
現
存
す
る
永
暦
二
年
の
俊
成
本
奥
書
を
持
つ
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
函
架
番
号

五
一
五
・
三
一
、五
〇
三
・
一
二
四
。
い
ず
れ
も
近
世
書
写
）
と
は
片
仮
名
傍
記
が
完

全
に
は
一
致
し
な
い
。
手
錢
家
断
簡
や
了
佐
切
に
見
ら
れ
る
「
寛
平
也
」
と
い
う
注

記
も
書
陵
部
本
で
は
確
認
で
き
な
い
。

（
3
）「
大
倉
実
福　

姓
菅
原
。
是
誰
長
男
。
俗
称
治
兵
衛
。
天
明
七
年
落
髪
了
恵
。
文
化

十
四
年
改
汲
水
。
号
古
昔
斎
。」（『
名
家
伝
記
集
成
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）

（
4
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
二
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
解
説

（
5
）
四
辻
秀
紀
「
伝
源
俊
頼
筆
「
民
部
切
」
と
『
如
意
宝
集
』
に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』

二
六
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）

（
6
）
注
（
4
）

（
7
）
本
文
引
用
は
嘉
禄
二
年
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
拠
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
の
影
印
を
翻
刻
し
、
濁
点
を
付
し
た
。

（
8
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
十
巻
（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）

（
9
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）

（
10
）
注
（
9
）
所
収
解
説
、
田
中
登
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
一
（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
11
）
舟
見
一
哉
「
清
輔
本
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
残
痕
―
定
家
本
の
生
成
に
及
ぶ
―
」（『
和

歌
文
学
研
究
』
一
一
〇
、二
〇
一
五
年
六
月
）

（
12
）
注
（
11
）

（
13
）
池
田
和
臣
「
伝
二
条
為
世
筆
異
本
拾
遺
和
歌
集
巻
五
（
付　

巻
七
断
簡
）
を
め
ぐ
っ

て
―
蓬
莱
切
・
伝
寂
蓮
筆
大
色
紙
・
伝
慈
円
筆
拾
遺
集
切
に
お
よ
ぶ
―
」（『
中
央
大

学
文
学
部　

紀
要　

文
学
科
』
八
五
、二
〇
〇
〇
年
二
月
）、
徳
植
俊
之
「
勅
撰
和
歌

集
の
古
筆
切
―
古
今
集
・
拾
遺
集
（
付
拾
遺
抄
）、新
出
断
簡
の
紹
介
と
そ
の
意
義
―
」

（『
平
安
文
学
の
新
研
究
―
物
語
絵
と
古
筆
切
を
考
え
る
』
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）

（
14
）
本
文
は
久
曾
神
昇
編
『
藤
原
定
家
筆　

拾
遺
和
歌
集
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

所
収
の
影
印
を
翻
刻
。

〔
付
記
〕
貴
重
な
ご
所
蔵
品
の
調
査
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
手
錢
家
の
皆
様
、
調

査
に
あ
た
り
様
々
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
手
錢
記
念
館
学
芸
員
佐
々
木
杏
里
氏
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
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に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Kohitsu (ancient calligraphy) in Tezen Family Archives

NOMOTO Rumi
（Faculty of Law and Literature,Shimane University）

〔A b s t r a c t〕

This report introduces the Kohitsu (ancient calligraphy) owned by the Tezen Museum. 

Key words：Kohitsu (ancient calligraphy),  Tezen Museum


